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第４８回農林漁業近代化表彰受賞 

「（農）笠岡湾干拓地畜産生産組合 堆肥舎部会」 

                                          備中県民局農畜産物生産課畜産第一班 

  平成 20 年 10 月 4 日、コンベックス岡山で岡

山県農林水産業関係表彰式が開催され、畜産部

門で、（農）笠岡湾干拓地畜産生産組合堆肥舎

部会が第４８回農林漁業近代化表彰を受賞され

ました。 

 干拓地内の畜産農家のたい肥を共同施設に集

め、自給飼料生産の拡大や地域の耕種農家と連

携した土作りの取り組みが評価されたもので

す。 

表彰式（部会長：谷本さんは前列右から２番目） 

○堆肥舎部会の取り組み 

 笠岡湾干拓地では、酪農家 10 戸と肥育農家 5

戸が約 6 千頭の牛を飼育し、土地基盤に立脚し

た大規模畜産経営が営まれています。 

 当初、個々の処理施設で生産されたたい肥は、

一部外部へ販売するものの、そのほとんどを自

作地で利用しており、過剰投与等による問題が

懸念されていました。 

 こうした中、平成 15 年に 11 戸の畜産農家が、

組合内に堆肥舎部会を設立し、共同堆肥舎（床

面積 1,010 ㎡）や散布機械などを整備し、自作

地以外でのたい肥の利用拡大を図ることとしま

した。 

○堆肥の生産・利用           

 畜産農家は、毎週水曜日にたい肥を共同堆肥

舎へ搬入し、１か月以上の定期的な切り返し、

堆積を経て年間約５千トンの良質で均質なたい

肥が生産されています。 

 生産されたたい肥の約７割は、（農）干拓コ

ントラのトウモロコシほ場(約 116ha)や牧草生

産の更新地などへ利用され、自給飼料の生産の

アップにつながっています。さらに、(株)アイラ

ブファーム笠岡が栽培するブロッコリー畑や、毎

年、多くの観光客を集めている菜の花やひまわ

り畑（10ha）にも利用を拡大するなど、その量

は年々増加しています。 

ブロッコリーほ場にも散布 

〇今後の計画       

堆肥舎部会では、定期的な検討会を開催し、

会員や関係機関の担当者と運営方法についての

意見交換やたい肥の搬入量や日程の調整を行っ

て今後の運営方針の調整を進めています。 

また、笠岡市のバイオマスタウン構想では、

地域へのたい肥利用と環境にやさしい農業の推

進を目標に掲げていますが、その中で、堆肥舎

部会は重要な役割を担っており、今後の活躍が

期待されています。  


